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（別 紙） 

≪平成２６年３月期（平成２５年度）業績予想≫ 

平成２５年度通期の業績予想については、平成２３年３月に発生した東日本大震災お

よび同年７月に発生した新潟・福島豪雨により生じた発変電設備等の被害に対する補償

額が確定し、受領する保険金を特別利益に計上することになったことに加え、水力発電

所および高効率火力発電所の稼働増による燃料費の減少や、修繕費などの更なる効率化

を見込んでおります。 

また、子会社においても、徹底したコスト低減および一般向けの収益拡大に取り組ん

でいることなどから、売上高および利益の見通しについて上方修正いたしました。 
 

 修正内容について、連結業績予想における売上高は、連結子会社において、売上が増加

したことなどから、２兆２００億円程度（対前回予想比０.５％増）となる見通しであり

ます。 

経常利益は、水力発電所および高効率火力発電所の稼働増による燃料費の減少や、修

繕費などの更なる効率化などにより、３５０億円程度（対前回予想比１１８.８％増）と

なる見通しであります。 

また、当期純利益については、受取保険金８７億円を特別利益に計上する見込みとな

ったことから、３００億円程度（対前回予想比１００.０％増）となる見通しであります。 

 

＜平成２６年３月期（平成２５年度）通期業績予想＞ 

【連 結】                          （単位：億円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 20,100 580 160 150 

今 回 発 表 予 想 20,200 750 350 300 

増    減    額 100 170 190 150 

増  減  率 （％） 0.5 29.3 118.8 100.0 

（参考）前 期 実 績 

（平成２５年３月期） 
17,926 △559 △932 △1,036 

【個 別】                          （単位：億円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 18,300 650 250 260 

今 回 発 表 予 想 18,300 770 380 360 

増    減    額 - 120 130 100 

増  減  率 （％） - 18.5 52.0 38.5 

（参考）前 期 実 績 

（平成２５年３月期） 
15,919 △453 △531 △591 



2 

＜主要諸元＞ 

項       目 
平成２５年度 （参考） 

平成２４年度実績 今回発表予想 前回発表予想 

販 売 電 力 量（億ｋＷｈ） 772程度 776程度 778 

原 油 Ｃ Ｉ Ｆ 価 格（ドル/バーレル） 110程度 109程度 113.9 

為 替 レ ー ト（円/ドル） 101程度  99程度 83 

原子力設備利用率（％） 0.0 0.0 0.0 

 

＜収支変動影響額＞ 

（単位：億円） 

項       目 今回発表予想 

原 油 Ｃ Ｉ Ｆ 価 格（ドル/バーレル） 38程度 

為 替 レ ー ト（円/ドル） 54程度 

 

 

≪平成２６年３月期（平成２５年度）期末配当予想≫ 

当社は、配当につきましては、安定的な配当を行うことを基本に、当年度の業績や  

中長期的な収支見通しなどを総合的に勘案し決定することを基本的な方針としておりま

す。しかしながら、東日本大震災等による甚大な設備被害などで大幅な純損失を計上し

たことにより、誠に遺憾ながら、平成２３年度以降、２年以上にわたり配当の実施を見

送ってまいりました。 

今般、業績予想を上方修正し、一定の黒字を確保できる見通しとなったことなどから、

配当実施の目処がついたものと判断いたしました。これに伴い、「未定」としていた期末

の配当金につきましては、昨年９月に電気料金値上げを実施させていただいたこと、原

子力発電所の再稼働を巡る状況などにより中長期的な収支を見通すことが困難であるこ

と、および東日本大震災等により毀損した財務体質の回復を図る必要があることなどを

総合的に勘案し、１株当たり５円とさせていただく予定といたしました。 

なお、本件につきましては、平成２６年６月開催予定の第９０回定時株主総会の決議

をもちまして、正式に決定、実施する予定であります。 

 

以 上 


